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1. 業務概要 

1.1 業務の⽬的 
現在、農林⽔産省では⼤規模災害が発⽣した際、⼭地の被災状況の把握のため、ヘリコ

プターによる被災箇所の把握、職員の現地調査による被災⾯積測定を実施しているが、災
害の状況等により現地確認が困難な場合がある。 

本業務は、レーダ衛星及び光学衛星により撮影した衛星画像データを解析し、⼤規模災
害発⽣時における⼭地の被災箇所の特定や被災⾯積の測定作業を迅速かつ効率的に把握す
る⼿法の開発（以下、「⼭地の被災状況の把握⼿法の開発」という。）を⾏うことを⽬的と
する。 

 
1.2 履⾏期間 

⾃ 2019（令和元）年 10 ⽉ 18 ⽇  ⾄ 2020（令和 2）年 3 ⽉ 19 ⽇ 
 

1.3 業務の内容 
（１）作業計画 
（２）研究会の設置・運営 
（３）⼭地の被災状況の把握⼿法の開発 

ア 衛星画像解析⼿法の調査・研究等 
イ 衛星画像データの取得等 
ウ ⼭地の被災状況の把握⼿法の開発・検証 
エ 検討課題、対応⽅策等の整理 
オ 業務実施報告 

（４）担当部署との打ち合わせ会議の開催 
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2.2. 研究会の設置・運営 
(ア) 本業務の実施に当たり、専⾨的⾒地から衛星画像解析による⼤規模災害発⽣時の

⼭地の被災状況の把握⼿法の検討・評価を⾏うための研究会（以下「研究会」と
いう。）を設置した。 

(イ) 研究会の研究委員については、担当部署と相談の上、⼭地災害分野における衛星
リモートセンシング活⽤、衛星画像解析に関する分野の学識経験者から２名を選
定した。 

 
 
 
 
 

表 2.2 研究委員 
名前 所属 専⾨分野 

⼩荒井 衛 茨城⼤学理学部教授 ⼭地災害分野におけるリモートセンシング技
術の研究 
⼭地災害の発⽣場となる地形・地質に関する
研究 

⼤丸 裕武 国⽴研究開発法⼈ 森林
研究・整備機構 
研究ディレクター 

⼭地災害分野におけるリモートセンシング技
術、⼭地災害の研究 

 

 
研究会は、農林⽔産省内会議室で下表のとおり３回開催した。 
 

表 2.3 研究会 
 開催⽇ 内容 

第 1 回研究会 2019 年 11 ⽉ 26 ⽇ 運営⽅針・年間計画の決定、取得する衛星画像や適
⽤する解析⼿法等、具体的な事業の実施⽅針の研究 

第 2 回研究会 2020 年 2 ⽉ 3 ⽇ 判別⼿法の検証結果の研究（⼀次評価） 
第 3 回研究会 2020 年 3 ⽉ 3 ⽇ 判別⼿法の検証結果の研究（⼆次評価）及び費⽤対

効果を考慮した実務への実装化の研究 
本事業における成果及び課題の整理、課題への対応
⽅策等の研究 
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表 3.1 本業務において検討対象とする SAR 画像の解析⼿法 

 ⽂献名 発表 
年度 

衛星 
種別 災害現象 概要 解析⼿法 

１ ALOS（だいち）合成開⼝レーダ
ーを⽤いた崩壊地抽出⼿法と適
⽤ 

2012 ALOS/P
ALSAR 

岩⼿・宮城
内陸地震に
よる斜⾯崩
壊 

相関係数差分解析で 10×10 メッシ
ュ相当以上の崩壊地規模で的中率
60.2%、正答率は 39.8%。NDPI 解
析で 10×10 メッシュ相当以上の崩
壊地規模で的中率 89.7%、正答率は
44.3%という結果を得た。 

相関係数差分解析：災害前の２時期と
災害前後の強度画像の相関係数を算
出し、その差分値から地表の被覆物の
変化を抽出。 
NDPI 差分解析：偏波解析の⼀⼿法。
解析の指標として NDPI＝（HH−
HV）／（HH＋HV）を⽤いる。 

2 衛星 SAR 解析による平成 29 年
7 ⽉九州北部豪⾬での⼟砂移動
域の抽出 

2019 ALOS-2
/PALSA
R-2 

平成 29 年九
州北部豪⾬
による斜⾯
崩壊 

崩壊地の抽出箇所を国⼟地理院が実
施した正射画像判読による⼟砂崩壊
地の分布と⽐較。朝倉市の⾚⾕川お
よび⼄⽯川流域で⽐較的良い⼀致を
している。⼀⽅で、朝倉市の北部、
佐⽥川流域では国⼟地理院の⼟砂崩
壊地と⽐較して多くの箇所が地形変
化箇所として抽出されている。 

コヒーレンス解析により、3 時期の観
測結果の違いから地形変化箇所を抽
出し、抽出地点の傾斜量を既往の地形
データを使⽤して区分することで、地
形変化が崩壊等の斜⾯変動であるか、
⼟砂や流⽊等の堆積が⽣じているか
を⽰すことが可能な⽅法を開発した。 
特許出願中（特願 2018-042690） 

3 ⼟砂災害初動調査のための新た
な SAR 画像活⽤法の提案 

2019 ALOS-2
/PALSA
R-2 

平成 29 年 6
⽉⻑野県南
部 地 震 以
降、平成 31
年熊本地震
までの 10 件
の災害・異
常気象によ
る斜⾯崩壊 

各災害における、初動期の災害情報
として、発災後の衛星観測、判読抽
出までの時間を整理。平均して緊急
観測後 5 時間〜半⽇で情報提供され
実⽤⽔準と評価。正射⾯積毎に検出
された箇所の精度分析の結果、1,250
〜2,500m2 程度でも約 80%の正答率
※を得た。 

⼆時期の後⽅散乱強度の差分に着⽬
した解析。災害前の強度画像に R、災
害後の強度画像に G・B の⾊を割り当
ててカラー合成画像を作成し、変化箇
所を判読により抽出。 
※SAR 画像で抽出された⼟砂移動域で
実際に⼟砂移動が起こっていた割合。
航空写真等の判読結果との⽐較ではな
い。 
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を図 3.4 に⽰

とアルゴリズ
る教師なし分
った後、分類
教師データを
と 3 は、災害

物歴が同じ時
⻑期間になり
⽅、統計によ
が得られる
は、災害後の

出が発⽣し難
じる可能性が
ズムを実⾏し

果（別添資料
⽰す。 

図 3.4 光学

ズム 3 は 2 時
分類による⼿
類に使⽤する
を作成し、変
害前後の 2 時
時期（季節が
り、⼈⼯改変
より機械的に
（但し、解析
の画像のみで
難いという⻑
があり、また
した場合、3

9 

料 表 2）から

学画像のアル

時期の画像を
⼿法である。
る光学衛星を
変化域を抽出
時期の画像を
が近い）の画
変や森林伐採
に処理をする
析する PC の
で解析が可能
⻑所がある。
た、教師デー

種類の⼿法

ら、表 3.2 の

ルゴリズム⽐

を⽤い、解析
アルゴリズ
⽤い、それ

出する教師付
を必要とする
画像を取得す
採などの誤抽

ため作業者
仕様により左

能なことから
その⼀⽅、

ータの作成に
の中では最

の 3 ⼿法を検

⽐較 

対象範囲の変
ム 2 は 1 時期
ぞれのクラス
き分類であ

ることから、解
る必要があ
出を含む可能
による差が発
左右される
、時間経過
教師データ
時間を要す

も時間を要す

検討対象とし

変化を統計処
期の画像を⽤
スに相当する
る。 
解析に適す
ることから、
能性が⾼い
発⽣しない
ことに留意が
による⼈⼯改
を作成する際
ることから

する。 

 

た。3 ⼿

処理によ
⽤い、ク
る⼟地被

る解析範
、災害前
という短
ことに加
が必要）。 
改変や森
際に、作
、図 3.4
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表 3.2 本業務において検討対象とする光学画像の解析⼿法 

 
⽂献名 発表 

年度 
衛星 
種別 災害現象 概要 解析⼿法 

１ 

地球観測衛星 ALOS（ だいち） 
による崩壊地の抽出⼿法につい
て 

2010 ALOS/A
VNIR-2 

岩⼿・宮城内陸
地 震 に よ る 斜
⾯崩壊 

⾯積が 1,000m2 以下の崩壊地
の抽出率は 50％以下である
が、2,000m2 以上で 80％以上、
4,000m2以上で 100％以上の抽
出率となった。 

植⽣域の推定については、植⽣の活
性度を表す指標 NDVI（正規化植⽣
指数）を、裸地域の推定については
GSI（粒度指数）に着⽬し、両者を
組み合わせた。 

２ 

衛星画像を⽤いた平成 30 年 7 
⽉豪⾬災害における⼟砂災害広
域被害把握 

2019 SPOT6 平成 30 年⻄⽇
本 豪 ⾬ に よ る
斜⾯崩壊 

教師付き分類による崩壊地の
⾃動抽出を実施し、1km 標準
メッシュごとに⼟砂災害候補
箇所の⾯積占有率（密度）を
算出し、密度の⾼低により⾊
分けした分布図（⼟砂移動痕
跡等の⾃動分類図）を作成。 

最尤法教師付きクラス分類を⽤い
た。サンプルとなる崩壊地を選定し、
この崩壊地と同じ⾊（RGB）を持つ
範囲を画像解析により抽出し、その
範囲を⼟砂災害が発⽣している可能
性がある範囲（⼟砂災害候補箇所）
としてポリゴンを作成。 

３ 

⾼頻度衛星画像を⽤いた⼟砂移
動箇所の把握 

2018 Planet 平成 29 年 7 ⽉
九 州 北 部 豪 ⾬
に よ る ⼟ 砂 流
出、斜⾯崩壊 

抽出結果が PA（値が低ければ
抽出漏れの傾向を⽰す）=71%
程度と良好な結果を⽰した。
UA（値が低ければ過剰抽出の
傾向を⽰す）=33%と低い結果
を⽰した。 

崩壊や⼟⽯流で植⽣が流亡すること
に着⽬して、植⽣に強く反応する R 
バンドと R バンドと NIR バンドに
よ る NDVI （ 正 規 化 植 ⽣ 指 標 ：
NDVI=(NIR-R）/(NIR+R))を⽤い
て⼟砂移動が発⽣した可能性が⾼い
領域を抽出。 


